平成１４年度ＭＡＰ研究会総会

平成1５年3月2１日(金)　　　

１０：００～１２：００　　　

宮城県第二女子高等学校会議室

次　　　　　第

１　　開会

２　　会長挨拶

３　　会場校校長挨拶

４　　協議

（1） 平成１４年度事業報告（中間）

（2） 平成１４年度収支報告（中間）

（3） 資料集の発行について

（4） 質疑応答

　　（５）その他

５　　平成１５年度の運営等について

６　　連絡

７　　その他

８　　閉会

平成１４年度ＭＡＰ研究会事業報告（中間）

１．活動の具体的な実施内容
（１）　定例総会

	月
	日
	内　　　　　容
	開催場所
	参加数

	
	
	概要

	５
	18(土)
	総会・13年度報告，14年度計画等
	二女高
	１９

	
	
	会則，事業概要，入会資格，役員･係，今年度の運営等について協議。

	３
	21(金)
	総会・今年度のまとめ（予定）
	二女高
	　１６

	
	
	１４年度事業報告（中間），決算報告（中間），役員･係から，事例集発行について。今年度のまとめと来年度への展望。


（２）　定例研修会(例会)

　　　　１０：００～１５：００ 
	回
	月
	日
	内　　　　　容
	開催場所
	参加数

	
	
	
	概要

	１
	６
	15(土)
	第１回　研修会（ＭＡＰ体験会）
	仙台青年の家
	２９

	
	
	
	ファシリテーター（斎藤竜一，菅原恵子，三浦資子，高城邦弘）人数が多く，２グループに分けて実施。斎藤竜一先生のペットボトルによるパイプライン等，新しいアクティビティの紹介

	２
	７
	27(土)
	第２回　研修会（ＭＡＰ体験会）
	蔵王高校
	　１８

	
	
	
	ファシリテーター（菊地潤，小林正道）ハイエレメント（巨人の縄梯子）まで実施。教育公務員弘済会から補助金の授与有。

	３
	８
	24(土)
	第３回　研修会（ＭＡＰ体験会）
	花山少年自然の家
	１７

	
	
	
	ファシリテーター（秋葉行，三浦資子）秋葉行先生による新しいアクティビティの紹介など。

	４
	９
	28(土)
	第４回　研修会（ＭＡＰ体験会）
	花山少年自然の家
	　１４

	
	
	
	ファシリテーター（菅原恵子，三浦資子），ＰＡＪからハルミちゃ

んがゲストで登場。ムカデウォーク，ジャイアントシーソーなど。

花山に研修にきていた大学生（現会員）が参加し学びの多い研修会

になった。

	５
	１０
	19(土)
	第５回　研修会
	花山少年自然の家
	３６

	
	
	
	体験学習法全国ミーティングへ参加し，日本の体験学習関係者の第一人者の話を聞いたり，体験をすることで研修会とした。

	６
	１１
	23(土)
	第６回　研修会
	古川市立古川第二小学校
	１５

	
	
	
	古川市高倉公民館から依頼があり，わんぱく塾の小学生５０人への体験会の支援を研修会に代替。実際の小学生が対象ということで学びの多い研修会になった。

	７
	１２
	14(土)
	第７回　研修会（ＭＡＰ体験会）
	仙台青年の家
	１６

	
	
	
	ファシリテーター（遠藤安孝，遠藤志づ）ＰＡＪ研修を終えたばかりの二人による支援が新鮮でした。寒くて午後は研修室で実施。

	８
	１
	25(土)
	第８回　研修会（ＭＡＰ体験会）
	蔵王高校
	２１

	
	
	
	ファシリテーター（小林正道，菊地潤，高城邦弘）午前中ビレイスクールをやって午後はハイエレメント。みんなでビレイを体験。

	９
	２
	22(土)
	第９回　研修会（ＭＡＰ体験会）
	仙台青年の家
	２４

	
	
	
	ファシリテーター（菊地潤他）仙台青年の家最後の研修。予定した人数を大きく上回って今年度最後の体験会を開催。


（3） ＰＡＪ主催研修会

	研修会
	期　　　　　　　間
	開　催　場　所
	参　加　者　数

	ＡＰ
	７月２７日(土)～３１日(水)
	花山少年自然の家
	２名

	ＡＢＣ
	８月１７日(土)～２１日(水)
	花山少年自然の家
	２名

	ＡＩＴＣ
	１０月２７日(日)～３１日(木)
	花山少年自然の家
	１名


（4） 　外部依頼講習会

	団体名
	月　日（曜）

時　　　間
	場　　　　所
	派遣講師名
	対　象

参加人数

	全国子供会連合会
	８月30日（土）

9：00～17：15
	花山少年自然の家
	三浦資子，早坂正紀，高橋一浩，白鳥智之，佐竹一成
	中・高校生のジュニアリーダー

３００人

	志波姫小学校
	8月23日（金）

10：00～15：00
	花山少年自然の家
	三浦資子
	志波姫小学校

職員　　２０人

	県選挙管理委員会
	8月24日（土）

14：15～16：00
	グリーンピア岩沼
	斎藤竜一，遠藤安孝，早坂正紀
	２０代の有権者３０人

	古川地区中央公民館
	11月23日（土）

10：00～15：00
	古川市立古川第二小学校
	ＭＡＰ研究会第６回研修会の参加者
	小学４年生～６年生　　５０人

	日本青年会議所
	2月2日（日）

10：00～14：00
	一番町トレンドホール
	遠藤安孝，早坂正紀
	青年（20～30歳）　　３３人

	県立ろう学校
	2月27日（木）

13：00～15：00
	県立ろう学校
	斎藤竜一，佐竹一成
	生徒　８人

教員　６人


２．活動の成果及び結果

本年度は平成１３年度末の総会における反省を踏まえ，次年度以降の運営方針についての検討が必要であるとの意見が出され，意見交換会を実施した。その中で出された意見として，「ＰＡそのものをやることがＭＡＰだと誤解している人がまだまだ多いので，今後いかにＭＡＰの理論を浸透させていくかが最大の課題である」とか「参加者が参加しやすい研修会とするため，北と南に地区を分けて研修会を実施したが，結局以前にも増して参加者が減少してしまった」「研修会のあり方については，研修会の目的と参加者それぞれが求めている目的が合わなかったため，参加者が減少した」「初心者にとっては，ファシリテート（支援）訓練が中心の研修会では，（体験会としては）不親切な内容となった」「次年度は研修会を体系化し段階を踏んだ研修のあり方を検討してはどうか」などが話題となった。

これらの件について，年度初めの運営委員会で検討され，総会において次のように確認された。

①今年度は，地区別研修会は止めて全体での研修会のみ実施する。

②ＰＡＪ主催研修を受講した会員を中心に，運営委員の人数を増やして，会のスーパーバイザー的な立場に位置づけ，会の運営についての方向性を任せる。

③各研修会に運営委員を割り当て，担当の運営委員が研修の内容等を事前に検討し，ファシリテーターを依頼するなど，研修会の運営の一切の責任を持つ。ファシリテーターが決まらない時は，運営委員自らがファシリテーターとなる。なお，参加者が少ない場合は開催しないこともあり得る。

　　以上の方針の下に当初の計画通り，年間２回の総会及び年間９回の研修会を開催した。

研修会には，延べ１９０人が参加し研修を積んだ。参加者が少ないために研修会を中止したことはなかっ

た。

その中でも，第５回研修会は，国立花山少年自然の家で開催された体験学習法全国ミーティングへ参加す

ることで，日本の体験学習関係者の第一人者の話を聞いたり，情報交換することができ，有意義な研修とな

った。また，第６回研修会は，古川市高倉公民館から依頼のあった小学生対象のわんぱく塾の支援をするこ

とで，会員の指導力向上とＭＡＰ研究会の広報にもつながった。

ＰＡＪ主催のＡＰ，ＡＢＣ，ＡＩＴＣの各研修会には延べ５名（実質３名）の会員が参加し指導者（支援

者）としての技術力の向上に努めた。
　

現在指導者（支援者）としての力量を十分身につけた会員が，各教育現場においてＭＡＰを実践し子ども

たちの人間関係づくりに効果を上げている他，外部教育関係団体や社会教育関係団体６団体より研修会講師

の依頼があり，各１～５名ずつの会員を講師として派遣し研修会の指導にあたった。

　　また，１０月に実施された体験学習法の全国ミーティングで紹介されたこともあり，これから教職を目指す大学生や，他県からの加入等も含め，今年度新たに３１名の新会員を迎え，年度初め９１名だった会員も現在は１２２名に増え，さらに充実した会の運営がなされているところである。

　　

３．今後の課題等

　　ＭＡＰ研究会も発足して丸３年が過ぎようとしている。

　　研修会の運営も軌道に乗り，教員の他にも大学関係者や大学生，また他県からの会員も数多く入会するようになり，組織も広がりを見せている。

　　今年度，これまでの活動のまとめとして，会員各自がこれまで実践研究してきた事例を１冊の冊子にまとめ，会員相互の事例を紹介し合うことで，今後の活動の参考にしてもらうとともに，各学校に配布し，ＭＡＰ及びＭＡＰ研究会のさらなる普及・啓発に努めていきたい。

　また，今後もこれまでどおり，指導者（支援者）の養成と技術力の向上を図るとともに，宮城県独自の教育手法であるＭＡＰの教育活動への効果的導入の方法や，効果測定等について，体系化を進めるための実践研究を充実させていきたい。そして，その理論を学校教育に浸透させていくことが最大の課題である。

平成14年度ＭＡＰ研究会

収　支　中　間　報　告
H15．３．１８.

　収入の部
	項　　目　　　　
	予算額　　　　
	収入額　　　　
	増減額　　　　
	内　　　　　　　訳　　　　　　　　　　　　　　

	会費
	  85,000
	  83,000
	  △2,000
	1,000円×83人

	
	1,350,000
	1,350,000
	0
	

	雑収入
	     288
	13,017
	     12,729
	銀行利息17,前年度分会費3,000，依頼体験会謝礼10,000

	前年度繰越
	403,712
	403,712
	0
	

	合　　計
	1,839,000
	1,849,729
	10,729
	


補助金　　　（財）カメイ社会教育振興財団　1,000,000円

宮城県教育公務員弘済会　　　　  350,000円

(子どもゆめ基金は補助ならず)

支出の部

	項　　目　　　　
	予算額　　　　
	支出額　　　　
	増減額　　　　
	内　　　　　　　訳　　　　　　　　　　　　　　

	１事務費
	109,000
	73,709
	△35,291
	

	１－１会議費
	30,000
	2,500
	△27,500
	

	１－２事務費
	29,000
	9,969
	△19,031
	事務用品代

	１－３通信費
	50,000
	61,240
	11,240
	案内等発送

	２事業費
	1,630,000
	231,770
	△1,398,230
	

	２－１研修費
	1,080,000
	231,770
	△848,230
	PAJ研修補助  40,000×5人

会場御礼 11,970，会場費15,800，レク保険4,000

	２－２講師旅費
	
	
	
	

	２－３講師謝金
	500,000
	0
	△500,000
	

	２－４研究補助
	50,000
	0
	△50,000
	

	３備品購入費
	0
	0
	0
	

	４予備費
	100,000
	0
	△100,000
	

	合　　計
	1,839,000
	305,479
	△1,533,521
	


　
　差引残高　　1,849,729―305,479＝1,544,250  　　平成15年度に繰越
· 今後の主な支出予定

研究会資料集　印刷製本代　　＜研修費＞

　　　　　　　送料　　　　　＜通信費＞

研修会報告等　　　　　　　　＜研修費＞
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